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紀尾井サポートシステム会員  （五十音順・｢株式会社｣等表記及び敬称略）
紀尾井ホールにご支援いただいている企業および個人の方々です

《特別協賛会員》
《 み や び 会 員 》
《 ひ び き 会 員 》
《 み どり会 員 》

　
《 あ お い 会 員 》

A.ランゲ＆ゾーネ（リシュモン ジャパン）／新日鉄住金ソリューションズ／三菱商事
大島造船所／菅原／住友商事／三井住友銀行／三井物産／三菱商事／三菱地所／メタルワン　ほか匿名２社
岡村製作所／竹中工務店／日本ハム／山下設計
青鬼運送／赤坂維新號／赤坂 エクセルホテル東急／今治造船／ヴォートル／エーケーディ／
NSシンフォニー・オーケストラ／荏原冷熱システム／鹿島建設／ザ・キャピトルホテル 東急／三協／清水建設／
上智大学／スタインウェイ・ジャパン／西武プロパティーズ／第一企業／高砂熱学工業／千代田商事／
テェイスト･ライフ／東京都民銀行／東芝エルティーエンジニアリング／永田音響設計／ニュー・オータニ／
日活アド・エイジェンシー／ハウス食品グループ本社／パナソニック／福田家／富士ゼロックス／松尾楽器商会／
みずほ証券／三井住友信託銀行／三井不動産／三菱電機ビルテクノサービス／三菱東京UFJ銀行／明治座舞台／
ヤフー／ヤマハサウンドシステム／有帆
青木陽介／磯部治生／河村由貴江／近藤貴子／佐久間庸行／佐部いく子／志立正嗣／清水多美子／清水康子／
鈴木 亮／高下謹壱／高橋義徳／外山雄三／中島 博／永田 穂／中西達郎／西村剋美／馬場宏一／馬場弘之／
早川祥子／原田清朗／北條哲也／堀川将史／松本美恵／陸田 実／村上喜代次／村田正仁／村山千鶴子／
持留宗一郎　ほか匿名25名　計97口　 （2017年4月1日現在）

　2003年、世界的権威であるウィグモアホール（旧ロンドン）国際弦楽四重奏コンクール第１位、
聴衆賞を獲得。ショスタコーヴィチの弦楽四重奏曲 第５番でＢＢＣラジオ３でのデビュー、さらに、ＥＭＩ
からのＣＤデビューも実現。そして、2007年第５回ボルドー国際弦楽四重奏コンクールで圧倒的な
優勝を飾る。
　2000年、サンクトペテルブルグ音楽院に学ぶ４人により結成。2003年卒業後は、2006-07年は
アムステルダムにてシュテファン・メッツに師事。アルバン・ベルク四重奏団、フェルメール・クァルテッ
ト、東京クヮルテットのメンバーにも指導を受ける。
 ロンドンのウィグモアホールやロイヤル・フェスティバル・ホールをはじめ、ニューヨーク、パリなど世界の
主要都市で演奏。
　2013年3度目となる日本公演は、ショスタコーヴィチとチャイコフスキーの弦楽四重奏曲全曲演奏
という驚異的なプログラムで来日。「ショスタコーヴィチ・マラソン」と名付たショスタコーヴィチ全１５曲
を１日で演奏するという公演は、アイスランド、フランス、日本（東京・新潟）で開催。チャイコフスキー
弦楽四重奏曲全曲演奏会はＮＨＫ「クラシック倶楽部」にて放送され新たな反響を呼ぶ。
　現在、ベルリンに拠点を置く。

アトリウム弦楽四重奏団
Atrium String Quartet

　ジョージア（旧グルジア）の首都ティフリス（トリビシ）生まれ。
代 グ々ルジアの芸術文化に深いかかわりを持つ家系に生まれ育
つ。ピアノの手ほどきを、祖母のアナスターシャ・ヴィルサラーゼ教
授から受けた後、モスクワへ移り、ゲンリフ・ネイガウスおよびヤコ
フ・ザークに師事。20歳で、チャイコフスキー・コンクール３位入賞
を果たし、24歳の時にシューマン国際コンクールで優勝。
　モーツァルト、ベートーヴェン、ショパンなど、１８世紀および１９世
紀後期の作品に対し深い愛着を持ち、とりわけシューマンの作品
の最も優れた解釈を行う現代の演奏家のひとりとして、高い評価を得ている。また、現代の作曲家を
含む、ロシア音楽の幅広いレパートリーを持ち、旧ソ連の権威ある芸術賞を多数受賞している。
　ヨーロッパの主要音楽都市にて定期的にリサイタルを行うほか、ナタリア・グートマンとのデュオ・リサ
イタルも各地で展開している。室内楽およびサンクトペテルブルグ・フィル、ロイヤル・フィル等のオーケ
ストラとの共演では、北米、日本、ヨーロッパで大規模なツアーを行う他、各地の一流オーケストラと
定期的に共演している。
　今までにルドルフ・バルシャイ、キリル・コンドラシン、リッカルド・ムーティ、クルト・ザンデルリング、ヴォ
ルフガング・サヴァリッシュ、エフゲニー・スヴェトラーノフ、ユーリー・テミルカーノフなど、多くの著名指
揮者と共演。
　優れた教育者としても知られており、モスクワ音楽院およびミュンヘン音楽大学の常任教授を務め
るほか、主要な国際音楽コンクールの審査員にしばしば招かれている。
　ライヴ・クラシックス・レーベルからは多くの録音をリリースしている。

　エリソ・ヴィルサラーゼはゲンリフ・ネイガウスとヤコフ・ザークという歴史に名を残す名ピアニストに師事し、その演奏はロシア・ピア
ニズムの伝承者として聴き手の心に深い記憶を刻み込む。彼女は「けっして同じ演奏はしない。常に新しい演奏を目指す」と語り、伝統
に革新を加えたピアニズムを披露。その名匠と若き実力派クァルテット、アトリウム弦楽四重奏団が初共演。彼らはショスタコーヴィチの
弦楽四重奏曲全15曲を1日で演奏した強者たち。「ショスタコーヴィチの神髄を表現している」とヴィルサラーゼは絶賛。この共演は
「胸がわくわくする」と期待を寄せる。
　ヴィルサラーゼは初期のメンバーによるボロディン弦楽四重奏団やジョージア（旧グルジア）国立弦楽四重奏団との共演により、ショ
スタコーヴィチやシューマンのピアノ五重奏曲を演奏してきた。その伝統の響きにアトリウム弦楽四重奏団のみずみずしく勢いのある
響きが和し、新たなアンサンブルが誕生する。
　モーツァルトのピアノ四重奏曲もヴィルサラーゼが愛する作品。モスクワで演奏したときにザーク教授から称賛された思い出の作だ。
また、席が立てなくなるような、深い感動が胸に押し寄せる演奏が生まれるに違いない。

名匠ヴィルサラーゼ&若鮎アトリウム弦楽四重奏団の初共演は、新たなアンサンブルの世界を切り拓く
伊熊よし子

© Maria Budtova

エリソ・ヴィルサラーゼ  ピアノ
Elisｓo Virsaladze, piano

しんにってつすみきん

セルゲイ・マーロフ  ヴァイオリン 
Sergey Malov, violin

アントン･イリューニン  ヴァイオリン
Anton Ilyunin, violin

ドミトリー・ピツルコ  ヴィオラ
Dmitry Pitulko, viola

アンナ・ゴレロヴァ  チェロ
Anna Gorelova, cello

ヴィルサラーゼのそのほかの公演 　
エリソ・ヴィルサラーゼ＆新日本フィルハーモニー交響楽団

11月23日（木）15:00
すみだトリフォニーホール

モーツァルト ： ピアノ協奏曲 第15番 変ロ長調 KV450、
ベートーヴェン ： ピアノ協奏曲 第2番 変ロ長調 Op. 19、 ショパン ： ピアノ協奏曲 第1番 ホ短調 Op. 11
[ お問合せ ]  トリフォニーホールチケットセンター　03-5608-1212　

最寄駅
●四ッ谷駅 麹町口（JR線・丸ノ内線・南北線）ほか 徒歩6分　●麹町駅 2番出口（有楽町線）徒歩8分
●赤坂見附駅 D出口（銀座線・丸ノ内線）徒歩8分　●永田町駅 7番出口（半蔵門線・有楽町線）徒歩8分




